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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第２四半期 5,399 6.2 79 △33.0 111 △48.3 89 △4.9

30年３月期第２四半期 5,082 15.0 118 ― 215 ― 93 ―
(注) 包括利益 31年３月期第２四半期 238百万円(△59.8％) 30年３月期第２四半期 594百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第２四半期 13.87 ―

30年３月期第２四半期 14.60 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第２四半期 15,793 7,399 46.9

30年３月期 15,367 7,160 46.7
(参考) 自己資本 31年３月期第２四半期 7,399百万円 30年３月期 7,160百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

31年３月期 ― 0.00

31年３月期(予想) ― 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,500 8.1 450 △38.9 500 △43.6 400 ― 62.35
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 -社（社名） ー 、除外 １社（社名）
エヌエイチパーキング
システムズ(株)

　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期２Ｑ 6,416,046株 30年３月期 6,416,046株

② 期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 982株 30年３月期 895株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 6,415,109株 30年３月期２Ｑ 6,415,534株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の情報に基づいており、当社としてその実現を約束するものではありません。実際の業績等は様々な
要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等につ
いては、添付資料３ページ「１．当四半期に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年

２月16日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等

を遡って適用した後の数値で前連結会計年度との比較・分析を行っております。

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では雇用環境の改善と堅調な個人消費により景気は回復が

続いており、欧州においても、穏やかな景気回復が続き、中国でも景気は安定的な拡大が継続しておりますが、米

国との貿易摩擦が懸念されます。日本経済につきましても、緩和的な金融政策や政府支出による下支えを背景に先

行き不透明感があるものの、企業収益は改善し、設備投資も回復基調が続いております。

　このような環境下、当社グループでは、受注高は、主に穀物輸送用コンベヤ設備、タワー式立体駐車装置、太陽

光発電設備の契約により4,872百万円（前年同四半期比44.1％減）となりました。売上高は土木用コンベヤ設備、立

体駐車装置本体の納入遅れはありましたが、プラント用コンベヤ設備、立駐のメンテナンス及び太陽光発電設備の

納入が堅調に推移したことにより、5,399百万円(前年同四半期比6.2％増)となりました。損益面につきましては、

コスト削減、経費の圧縮などに努めましたが、営業利益は79百万円(前年同四半期比33.0％減)にとどまりました。

受取配当金等の収入により経常利益は111百万円(前年同四半期比48.3％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は

89百万円(前年同四半期比4.9％減)となりました。

セグメント別の状況

　セグメント別の状況は以下のとおりであります。

〔コンベヤ関連〕

　コンベヤ関連では、受注高は1,443百万円（前年同四半期比75.3％減）、売上高は石炭火力発電所及び土木工事用

関連のコンベヤ設備、保守部品の納入等により、1,904百万円(前年同四半期比39.2％増)、セグメント損失は69百万

円(前年同四半期セグメント損失89百万円)となりました。

〔立体駐車装置関連〕

　立体駐車装置関連では、受注高は2,555百万円（前年同四半期比3.5％増）売上高は、メンテナンスは堅調に推移

しましたが、新設工事の納入の遅れにより2,639百万円(前年同四半期比17.2％減)、セグメント利益は258百万円(前

年同四半期比8.1％減)となりました。

〔人材派遣関連〕

　人材派遣関連は、売上高は141百万円(前年同四半期比12.8％減)、セグメント損失は4百万円(前年同四半期セグメ

ント利益1百万円)となりました。

〔太陽光発電システム関連〕

　太陽光発電システム関連は、受注高は731百万円（前年同四半期比219.6％増）売上高は、発電設備の納入により

713百万円(前年同四半期比95.6％増)、セグメント損失は0.7百万円(前年同四半期セグメント損失12百万円)となり

ました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度と比較して426百万円増加の15,793百万円となりました。主

な内訳は、現金及び預金が390百万円減少しましたが、仕掛品359百万円、その他の流動資産の前渡金が369百万円、投

資有価証券が185百万円増加したことによるものです。負債は、前連結会計年度と比較して187百万円増加の8,394百万

円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金が1,441百万円減少しましたが、前受金が1,373百万円、短期借入

金が400百万円増加したことによるものです。純資産は、前連結会計年度と比較して238百万円増加の7,399百万円とな

りました。主な内訳は、その他有価証券評価差額金が149百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利

益剰余金が89百万円増加したことによるものです

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループをとりまく経済環境は、米国をはじめ世界経済の回復による好調な企業収益を背景として、雇用所得

環境が改善するとともに、底堅い個人消費や設備投資の持ち直しにより穏やかな回復基調が続きました。このような

環境下、コンベヤ設備及び立体駐車場本体の新設納入は下期に回復する見込みであり、立体駐車装置のメンテナンス

も堅調に推移していることから、平成30年５月15日発表の当期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,429,793 3,039,716

受取手形及び売掛金 6,886,515 6,813,121

仕掛品 240,271 599,675

開発事業等支出金 474,503 474,772

原材料及び貯蔵品 447,886 473,309

その他 461,805 826,626

貸倒引当金 △34,165 △34,138

流動資産合計 11,906,609 12,193,084

固定資産

有形固定資産 688,446 667,934

無形固定資産 77,364 71,235

投資その他の資産

投資有価証券 2,230,642 2,415,690

その他 520,918 503,926

貸倒引当金 △56,809 △57,883

投資その他の資産合計 2,694,751 2,861,732

固定資産合計 3,460,562 3,600,902

資産合計 15,367,172 15,793,986

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,320,358 1,878,902

短期借入金 1,900,000 2,300,000

未払法人税等 128,332 55,898

前受金 513,863 1,887,265

賞与引当金 49,932 56,267

完成工事補償引当金 81,720 86,883

工事損失引当金 83,000 31,000

移転損失引当金 34,600 57,664

その他 371,036 374,521

流動負債合計 6,482,844 6,728,403

固定負債

退職給付に係る負債 708,145 722,909

移転損失引当金 631,162 608,098

その他 384,177 334,841

固定負債合計 1,723,485 1,665,850

負債合計 8,206,329 8,394,253
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,800,000 3,800,000

資本剰余金 1,221,755 1,221,755

利益剰余金 1,476,392 1,565,400

自己株式 △876 △942

株主資本合計 6,497,271 6,586,213

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 675,932 825,881

土地再評価差額金 △12,361 △12,361

その他の包括利益累計額合計 663,571 813,519

純資産合計 7,160,842 7,399,733

負債純資産合計 15,367,172 15,793,986
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 5,082,682 5,399,331

売上原価 4,094,999 4,420,985

売上総利益 987,682 978,346

販売費及び一般管理費 869,581 899,252

営業利益 118,101 79,093

営業外収益

受取利息 293 308

受取配当金 24,915 34,367

有価証券売却益 78,267 18,379

その他 7,104 12,665

営業外収益合計 110,580 65,721

営業外費用

支払利息 8,031 10,831

有価証券売却損 837 11,679

為替差損 - 2,021

その他 3,840 8,566

営業外費用合計 12,709 33,099

経常利益 215,972 111,715

特別損失

固定資産廃棄損 - 82

特別損失合計 - 82

税金等調整前四半期純利益 215,972 111,632

法人税等 98,199 22,624

四半期純利益 117,772 89,007

非支配株主に帰属する四半期純利益 24,131 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,640 89,007
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 117,772 89,007

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 476,747 149,948

その他の包括利益合計 476,747 149,948

四半期包括利益 594,520 238,956

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 571,535 238,956

非支配株主に係る四半期包括利益 22,984 -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 215,972 111,632

減価償却費 43,339 44,353

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,348 1,046

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 4,177 5,163

工事損失引当金の増減額（△は減少） △67,800 △52,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 617 6,334

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,195 14,764

有価証券売却損益（△は益） △77,430 △6,700

受取利息及び受取配当金 △25,208 △34,675

支払利息 8,031 10,831

固定資産廃棄損 - 82

為替差損益（△は益） △111 △579

売上債権の増減額（△は増加） △59,562 71,725

たな卸資産の増減額（△は増加） △164,003 △384,826

開発事業等支出金の増減額（△は増加） △1,050,734 △268

仕入債務の増減額（△は減少） △240,344 △1,441,456

前受金の増減額（△は減少） 314,205 1,373,402

前渡金の増減額（△は増加） - △369,012

未払消費税等の増減額（△は減少） △113,152 △24,617

その他 46,355 26,957

小計 △1,158,801 △647,845

利息及び配当金の受取額 24,954 33,786

利息の支払額 △9,406 △11,015

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △113,624 △111,122

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,256,878 △736,197

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △18,000 △68,000

有形固定資産の取得による支出 △2,134 △2,725

無形固定資産の取得による支出 △11,237 △1,920

投資有価証券の取得による支出 △382,487 △183,077

投資有価証券の売却による収入 392,677 216,023

関係会社出資金の払込による支出 △5,686 -

貸付けによる支出 △6,900 △6,100

貸付金の回収による収入 1,345 4,235

保険積立金の積立による支出 △5,824 △5,824

その他 122 △51,151

投資活動によるキャッシュ・フロー △38,124 △98,539
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 6,650,000 9,200,000

短期借入金の返済による支出 △4,620,000 △8,800,000

自己株式の取得による支出 △139 △65

配当金の支払額 △375 △22

非支配株主への配当金の支払額 △3,500 -

リース債務の返済による支出 △21,864 △23,799

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,004,119 376,112

現金及び現金同等物に係る換算差額 111 548

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 709,227 △458,076

現金及び現金同等物の期首残高 3,079,944 3,351,775

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,789,171 2,893,699
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンベヤ
関連

立体駐車
装置関連

人材派遣
関連

太陽光発電
システム関

連

売上高

外部顧客への売上高 1,368,439 3,186,870 162,768 364,604 5,082,682 ― 5,082,682

セグメント間の内部売上
高又は振替高

507,973 ― 56,915 ― 564,888 △564,888 ―

計 1,876,412 3,186,870 219,683 364,604 5,647,570 △564,888 5,082,682

セグメント利益又は損失(△) △89,534 281,751 1,573 △12,086 181,704 △63,603 118,101

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△63,603千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

コンベヤ
関連

立体駐車
装置関連

人材派遣
関連

太陽光発電
システム関

連

売上高

外部顧客への売上高 1,904,953 2,639,290 141,940 713,146 5,399,331 ― 5,399,331

セグメント間の内部売上
高又は振替高

157,293 44,436 51,647 ― 253,377 △253,377 ―

計 2,062,246 2,683,726 193,588 713,146 5,652,708 △253,377 5,399,331

セグメント利益又は損失(△) △69,128 258,984 △4,800 △700 184,355 △105,261 79,093

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△105,261千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．補足情報

(1) 販売実績

当事業年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期比(％)

コンベヤ関連 1,904,953 +39.2

立体駐車装置関連 2,639,290 △17.2

人材派遣関連 141,940 △12.8

太陽光発電システム関連 713,146 +95.6

合計 5,399,331 +6.2

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は、販売価格によっております。

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 受注実績

当事業年度における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

コンベヤ関連 1,443,187 △75.3 11,951,829 +21.8

立体駐車装置関連 2,555,684 +3.5 5,784,053 △15.6

人材派遣関連 141,940 △12.8 ― ―

太陽光発電システム関連 731,604 +219.6 665,439 +2,147.6

合計 4,872,417 △44.1 18,401,322 +10.2

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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